
 

 

 

＜第二次導入候補校＞ 

 

 

 

 

タイプ 
中高一貫教育の 

仕組み 
導入のイメージ 

不登校経験のある生徒の能

力、可能性を引き出す学校 

併設型 

中高一貫校 

・「不登校特例校」として設置。 

・１学年１学級。在籍生徒数が募集人員の範囲内であれば、年度途中の転入も可能。小学校との連携も検討。 

・入学時の選考は、保護者の面談のみ。 

・年間総授業時間数の低減（1,015 時間→750 時間程度）、授業時間の短縮（50 分→45 分）など、教育課程の工夫を図る。 

※きめ細かな支援を行うため外部人材を活用。単位制への改編や、通信教育による単位認定、メタバース(※1)・ＶＲ(※2)を活用した教育支援な

どを検討。 

外国にルーツのある生徒の能

力、可能性を引き出す学校 

併設型 

中高一貫校 

・１学年１学級。在籍生徒数が募集人員の範囲内であれば、年度途中の転入も可能。小学校との連携も検討。 

※きめ細かな支援を行うため外部人材を活用。 

地域を支える人を育てる学校 
連携型 

中高一貫教育 

・高校教員が中学校で指導する、学校行事や部活動で中高の生徒が交流するなど、中高間の教育課程の連携や教員・生徒間の交流を強化。 

・探究科目を中心とした総合選択制(※4)を導入するなど、高校の魅力化を検討。 

・人口増と人口減が混在する都市近郊における中高の連携・接続のモデルを目指す。 

 

ＡＩ・データサイエンスに興

味・関心をもつ生徒の能力、

可能性を引き出す学校 

併設型 

中高一貫校 

・中学校・工科高校の６年間でＡＩ・データサイエンスを学ぶ教育。 

・中学では理数及び情報全般を学習。高校からは工科コースで実践的な学習。 

 （参考例）秋田県立横手清陵学院中学校・高等学校 

中学校：２学級７０人  高等学校：普通科２学級、総合技術科２学級 ※どちらの学科へも内進生は進学可能。 

※１ メタバース：人々が活動できるようインターネット上に構築された三次元世界や仮想空間のこと。  ※２ ＶＲ：「Virtual Reality」の略で、表面的には現実ではないが、本質的には現実（仮想現実）であること。 

※３ 外国人生徒選抜実施校：外国籍をもち、小学校４年以上に編入した者（若しくは３年以下に編入し特別な事情があると認められる者）又は入国後の在日期間が６年以内の者が出願対象。名古屋南・小牧・東浦・衣台・安

城南・豊田工科・豊川工科・中川商業・岩倉総合・知立・豊橋西で実施。 

※４ 総合選択制：生徒が、自分の所属する学科やコース以外の多様な科目を、学科やコースを超えて選択可能。 

② 地域課題解決を重視する中高一貫校 

① 地域と高校との連携強化や、地域課題への対応など、地域の教育ニーズに対応した中高一貫校を設置する。 

② 導入時期は、２０２６年４月を目標。 

③ 地域の教育ニーズに適応した中高一貫校の設置を、今後も、継続的に検討。 

資 料 ２ 

１ 



 

 

項 目 内    容 

１ 根拠法令 「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」（平成 28 年 12 月 14 日法律第 105 号） 

 第 10 条（特別の教育課程に基づく教育を行う学校の整備等） 

国及び地方公共団体は、不登校児童生徒に対しその実態に配慮して特別に編成された教育課程に基づく教育を行う学校の整備及び当該教育をおこ

なう学校における教育の充実のために必要な措置を講ずるよう努めるものとする。 

２ 特例校の設置状況 

（2022 年現在） 

10 都道府県 19 市区郡  計 21 校 公立 12 校・私立９校 

 小学校        １校（私立１校） 

開校年度 都道府県 所在地 設置 学校名 

2020 年 東京都 江戸川区 私立 東京シューレ江戸川小学校 

小学校・中学校が併設 ２校（公立２校） 

開校年度 都道府県 所在地 設置 学校名 

2004 年 東京都 八王子市 公立 高尾山学園小学部・中学部 

2004 年 奈良県 大和郡山市 公立 学科指導教室「ＡＳＵ」 

 中学校        15 校（公立 10 校・私立５校） 

開校年度 都道府県 所在地 設置 学校名 

2004 年 京都府 京都市 公立 京都市立洛風中学校 

2005 年 神奈川県 横浜市 私立 星槎中学校 

2007 年 東京都 葛飾区 私立 東京シューレ葛飾中学校 

2007 年 京都府 京都市 公立 京都市立洛友中学校 

2012 年 愛知県 名古屋市 私立 星槎名古屋中学校 

2014 年 北海道 札幌市 私立 星槎もみじ中学校 

2017 年 岐阜県 揖斐郡 私立 西濃学園中学校 

2018 年 東京都 調布市 公立 調布市立第七中学校 はしうち教室 

2020 年 東京都 福生市 公立 福生市立福生第一中学校 

2021 年 岐阜県 岐阜市 公立 岐阜市立草潤中学校 

2021 年 東京都 大田区 公立 大田区立御園中学校 

2022 年 宮城県 富谷市 公立 富谷市立富谷中学校 

2022 年 神奈川県 大和市 公立 大和市立引地台中学校 

2022 年 香川県 三豊市 公立 三豊市立高瀬中学校 

2022 年 東京都 世田谷区 公立 世田谷区立世田谷中学校 

 高等学校       ３校（私立３校） 

開校年度 都道府県 所在地 設置 学校名 

2006 年 鹿児島県 日置市 私立 鹿児島城西高等学校普通科（ドリームコース） 

2008 年 東京都 国立市 私立 ＮＨＫ学園高等学校 

2020 年(※) 神奈川県 横浜市 私立 星槎高等学校（※2006 年開校・2020 年指定） 
  

（参考）全国における不登校特例校の導入事例について 

２ 

不登校児童生徒等の実態に配慮した「特別の教育課程」を編成する必要があると認められる場合、2005（平成 17）年７月から、文部科学大臣の指定を受けることにより、特定の学校において教

育課程の基準によらずに「特別の教育課程」を編成することが可能となっている。 

さらに、2016 年 12 月に「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」が施行され、全国で「不登校特例校」の導入が徐々に進みつつある。 

都道府県別設置校数（公私含む） 

校数 都道府県 

８校 東京都 

３校 神奈川県 

２校 岐阜県・京都府 

１校 北海道・宮城県・愛知県・ 

奈良県・香川県・鹿児島県 

計 21 校 10 都道府県 

都道府県別設置校数（公立のみ） 

校数 都道府県 

５校 東京都 

２校 京都府 

１校 宮城県・神奈川県・岐阜県・ 

奈良県・香川県 

計 12 校 ７都府県 



事例１ 八王子市立高尾山学園小学部・中学部（東京都）（全国初） 

（１）設置時期 2004 年４月（全国初） 

（２）児童生徒を受け入れる要件 八王子市に居住。病気や経済的な理由を除き、年間 30 日以上欠席。本校への登校意欲がある児童生徒。 

（３）児童生徒数 91 名（2019 年 12 月１日現在）。適応指導教室の登校や活動状況により年 10 回の転入を受け入れ。例年、年度末には 100 名を超える規模。 

学年 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 計 

児童生徒数 ４人 １人 10 人 18 人 21 人 37 人 91 人 
 

（４）入学手続等 市教委登校支援室において面談を行い、適応指導教室に入級し、高尾山学園の授業見学、授業参加、生活体験を経て、転入学審査会にて転入を許可。入学

時期：年 10 回（８月、３月を除く） 

（５）進学 ほぼ全員が希望する高校に進学（定時制・通信制高校が多い） 

（参考）過去５年間の進路先：通信制私立高校 48%、定時制都立高校 28%、全日制私立高校 8%、全日制都立高校 5%、高等専修学校 5%、その他 6% 

（６）教育活動等の状況 ・年間の総授業時間数：760 時間程度（標準授業時数：1015 時間） 

週 19 時間、授業開始時間は 9 時 30 分（他の学校より遅い時間のスタート）、火曜日と木曜日の午後は講座学習の４時間が加わる。 

授業時間は、小・中学部ともに 45 分。 

・コース選択：中学２・３年生は２つの異なった授業スタイルから、自分に合ったコースを選択できる。途中で変更することもできる。 

ベーシックコース：現在の学力を向上させることを目指し、可能な限り、個に応じた指導をする。 

チャレンジコース：一斉授業で学年相応の内容を学習する。 

・体験学習：総合的な学習の時間を使った体験的な講座学習を 120 時間実施（標準授業時数 50～70 時間） 

講座学習は、小・中合同で行う授業で、教科にとらわれず、それぞれの興味や特技を伸ばすことを目標 

火曜日：卓球、スポーツ、演劇、イラストものづくり、陶芸、ラクロス、映像研究、カプラ・ゲーム等 

木曜日：バドミントン、サッカー、クラフト・クッキング、テニス、音楽、畑、読書・学習、テクニカル・カレッジ等 

校外体験学習として、各学年、年４回以上、宿泊体験活動を全学年で実施する。 

・小中一貫教育として「学園四季祭」を年４回実施。社会体験・自然体験・生活体験を中心に地域交流学習や職業体験なども実施。 

・教員が心理相談員と協力して、人との関わり方など、社会性のスキル（ＳＳＰ：ソーシャル・スキルズアップ・プログラム）を学ぶ。 

 

事例２ 鹿児島城西高等学校普通科ドリームコース（鹿児島県）（高校初） 

（１）設置時期 2006 年４月（高校初） 

（２）生徒を受け入れる要件 中学校を卒業見込みの者で、心因性による不登校の者。県内在住の者。原則として本校の事前面談を受けた者。療育的指導を要する者は除く。 

（３）募集人員 20 名程度 

（４）入学手続等 入学願書・報告書・専門機関の「心因性による不登校の診断書」を提出。作文（600 文字以内）、面接（保護者同伴）による試験。 

（５）進学 主な就職先：陸上自衛隊・民間企業 他  主な進学先：私立大学・短大、専門学校 他 

（６）教育活動等の状況 ・テーブルマジック（手品）やリラクゼーションなどの独自授業で、コミュニケーション能力を身に付ける。 

・小・中学校の基礎・基本から学び直し、高校の学力が身に付く教育課程を編成。 

・自宅学習支援型（一部通信制）により 35 単位までの取得が可能。 

 

３ 


